
文化芸術の薫りあふれるまちをめざして

鳥取市企画推進部文化交流課

～鳥取市における文化芸術振興の取組～



☛文化団体がＦM鳥取に出演し、これまでの活動などを紹介するとともに、収
録風景を編集のうえ、鳥取市公式ウェブサイトにて公開。
☛各分野の入門講座を制作し、鳥取市公式ウェブサイトにて公開。

メディアなどを通じた普及啓発

１

令和２年度出演団体
FM鳥取 １６団体
ぴょんぴょんネット(入門講座) １５団体



☛鳥取市出身、または在住の地元芸術家のプロフィールや活動を鳥取

市公式ウェブサイトにて公開。指定管理者と連携し、若手の登録者につ
いては、文化施設の利用料金を軽減。
☛小学校からの依頼に基づいて、登録者を派遣する仕組みを検討中。

鳥取市芸術家バンクの設置

２

芸術家情報（鳥取市HPへ掲載） 活動掲示板
（市役所窓口、鳥取市HP）



☛選考委員会の推薦に基づき、鳥取市の芸術・文化の振興に顕著な業
績をあげた個人・団体に対し、文化賞を贈呈。
☛毎年、１１月３日（文化の日）、国重要文化財「仁風閣」において贈呈
式を実施。

鳥取市文化賞の贈呈

３

・昭和５１年に仁風閣の修
復完成を記念して創設

・選考委員会が推薦した者
のうちから決定

・令和３年度で４６回を迎え、
創設以来６団体と１２５名に
贈呈



☛市民と行政との協働により、文化芸術を推進することを目的に、文化
団体関係者などで構成する鳥取市文化芸術推進協議会を設置。
☛文化芸術振興に関する施策の立案・推進にあたり、市民の意見を聴
取・反映。

鳥取市文化芸術推進協議会の設置

４

・創設 平成１６年
・構成 鳥取市文化団体協議会 国府町支所長の推薦者

福部町文化協会 河原町文化協会
用瀬町文化団体協議会 佐治町文化協会
気高町文化協会 鹿野町文化団体連絡協議会
青谷町文化協議会 公募委員

・開催 年２回
・協議内容 団体間の交流・文化団体活動活性化のための課題について

「鳥取市文化芸術振興に関する基本方針」の検討など



☛個人・団体などが実施する文化芸術に関する事業に要する経費の一
部を助成。
☛毎年、「市民文化祭」、「市民音楽祭」、「鳥の演劇祭」などの開催に対
する支援を実施。

市民による文化芸術活動に対する助成

５

市民文化祭プログラム 市民音楽祭チラシ 鳥の演劇祭チラシ



☛鳥取市文化団体協議会をはじめ、市内の文化団体の活動に要する経
費の一部を助成。
☛指定管理者と連携し、市民会館、文化センターなどの文化施設の利
用料を軽減。

文化団体の活動に対する助成

６

年 度 実績額 （千円）

Ｈ３０ １，３１５

Ｒ１ １，０４８

Ｒ２ １，１９０

２，３４６
Ｒ２（７月～３月）
※新型コロナウィルスの
影響に対する支援

１，１５６

文化施設利用料補てん額



☛鳥取市出身または在住の芸術家を活用した文化芸術に関する事業
の実施に要する経費の一部を助成。
☛地元芸術家の活動継続や認知度の向上を図ることにより、地域全体
で地元芸術を応援する機運を醸成。

地元芸術家の活用に対する助成

落語家 桂吾空さんソプラノ 中原美幸さん
ピアノ 綿口裕美子さん

ヴィオラ奏者 棚橋恭子さん

令和２年度事業例

７



☛県東部における文化芸術活動の拠点として、昭和４１年（１９６７年）よ
り鳥取市民会館を管理運営。
☛平成２１・２２年度に耐震改修や１・２階客席などの改修工事を実施し、
安全性と快適性が向上したものの老朽化が進行。

市民会館の管理運営

８

鳥取市民会館HPより



☛市民会館、文化センター・ホール、福祉文化会館など、主要な文化施
設の老朽化が進行。
☛関係部局で構成する「文化施設のあり方検討庁内会議」を設置し、の
今後の文化施設整備の方向性について検討。

ホール等文化施設のあり方に関する検討

９



☛童謡唱歌のふるさと鳥取を県内外に向けて発信することを目的に、毎
年、「童謡唱歌１００曲マラソン」を開催。
☛多くの歌唱団体が次々に登場し、馴染みのある童謡唱歌を来場者と
ともに歌いつなぐ。

童謡唱歌１００曲マラソンの開催

10

令和元年度の様子【会場：とりぎん文化会館梨花ホール】



☛童謡唱歌のふるさと鳥取を県内外に向けて発信することを目的に、隔
年で、「日本のふるさと音楽祭」を開催。
☛ゲストの音楽家が質の高い歌や演奏を披露するほか、地元の歌唱団
体も出演し、共演により「ふるさと」を披露。

日本のふるさと音楽祭の開催

11

ヴァイオリンとハープデュオX【iksa】 フィナーレX【iksa】と鳥取市少年少女合唱団

令和３年度の事業の様子【会場：鳥取市民会館大ホール】



☛市民に芸術作品を制作・鑑賞する機会を提供することを目的に、昭和

３７年（１９６２）から鳥取市民美術展を開催。
☛ 第６０回記念に合わせ、応募資格を兵庫県香美町・新温泉町にも拡
大し、「麒麟のまち鳥取市美術展」として再スタート。

麒麟のまち鳥取市美術展

12

第60回鳥取市美術展
(R3.5.23～5.30)
出品数 272作品
来場者数 2,172人

審査員作品展
(第50回～第60回
審査員作品)

第60回特別企画

アンブレラスカイ
(小学生が制作した
200本のビニール
傘を空中に展示)



☛平成元年の「鳥取・世界おもちゃ博覧会」の顕彰と、「童謡・唱歌のふ
るさと鳥取」を全国に向けて発信することを目的にわらべ館を管理運営。

☛ 子どもの歌の成り立ちなどを展示する県立童謡館と、国内外のおも
ちゃ約２，０００点を展示する市立鳥取世界おもちゃ館からなる複合施設。

わらべ館（童謡館・おもちゃ館）の管理運営

13



☛令和元年、麒麟獅子舞をはじめとする文化財で構成する「麒麟のま
ち」圏域のストーリーが日本遺産に認定。

☛ 麒麟のまち１市６町で構成する「日本遺産「麒麟のまち」推進協議会」
が中心となり、情報発信、普及啓発、人材育成などの取組を推進。

日本遺産を生かした地域活性化の取組

14

麒麟獅子舞VR動画 麒麟獅子舞体験体感プログラム



☛江戸時代の商家の名残を残す明治期の建築「高砂屋」を、城下町の
歴史を今に伝える賑わい交流拠点として保存・活用。

☛ 施設の一般公開や部屋の貸出のほか、作品展示、イベント開催、民
工芸品の販売、喫茶運営などを実施。

城下町とっとり交流館「高砂屋」の運営

15喫茶運営イベント民工芸品販売



☛平成１７年度より文化芸術各分野の活動実践者が小学校に出向いて
児童生徒の創作活動を指導。

☛ 油絵、写真、水墨画、筝、クラシックギター、日本舞踊など、３回にわ
たる講座を児童が体験し、発表会や作品展にて成果を披露。

芸術の出前講座の開催

16

油絵制作

筝曲練習

校内発表会

出前講座
作品展
＠文化センター



☛鳥取市教育福祉振興会と連携し、乳・幼児から中学生までの年代を
対象に文化芸術に親しむ機会を提供。

☛ 乳幼児向けコンサート、未就学児向け演劇鑑賞、幼稚園児向け中学
生向け吹奏楽クリニック、小学生向け和太鼓ワークショップなどを実施。

次世代育成事業の実施

17

和太鼓ワークショップ(発表会） 乳幼児向けコンサート



☛文化庁などの事業を活用し、小・中学生を対象に文化芸術に親しむ
機会を提供。

☛ 全国を舞台に活動するプロの芸術家や劇団などが学校を訪問し、レ
ベルの高いパフォーマンスを披露。

芸術鑑賞教室の開催

18

令和３年度は人形劇、児童劇、三味線と
和太鼓のセッションの３種類を実施。
(児童が退屈しない工夫をしている。)



☛文化芸術の振興、福祉の増進、商店街の活性化を図るため、中心市

街地商店街と連携して平成３０年から実施。
☛ 平成３１年から障がい者アートをテーマに開催し、令和３年に４回目を
迎える。

まちなか美術展(フクシ×アートWEEK)

19

障がいがある方の作品を市内
１４店舗で展示。
(令和３年は８９作品)

クラーク高校学生によるシャッターアート
＠ツジ商店



☛市民による国内外の姉妹都市などとの交流事業に要する経費の一部
を助成。

☛ これまでに鳥取市文化団体協議会のほか、書道、茶道、舞踊、音楽
などの団体がドイツ・ハーナウ市や韓国清州市の団体との交流を実施。

市民による交流事業に対する助成

20

国内姉妹都市との交流 国外姉妹都市との交流

釧路商業高校
販売実習会

鳥取市物産を紹介

郡山市との和紙交流事業
（オンライン）

全国吉川交流会
in鳥取

鳥取市文化団体協議会韓国・清州市

ドイツ・ハーナウ市 おもちゃや音楽の交流


